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病
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西
側
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さ
ん
ぽ
う
ク
リ
ニッ
ク

院
長　
楊　

博
嗣

共同開発

  一般社団法人災害避難研究所
マツモラ産業株式会社

ん
じ

き
び

「
人
引
車
」

災
害
時
対
応
の

こんな時の マツモラ健康塾開校のお知らせ
プログラムは毎月変わります。ぜひ毎回ご参加ください。

毎月第　 ・第　 土曜日 開催2 4

病気を引き起こす前に
予防を目的とした健康塾です

様々な参加型プログラム・測定を
お楽しみいただけます

糖尿病・痛風と高尿酸血症
花粉症・睡眠時無呼吸

認知症チェック・認知症予防パズル
脳の開発に役立つパズルなど盛りだくさん

〒581-0005  八尾市荘内町 2-2-36
TEL 072-925-3450　携帯 090-1020-2682

代表  松茂良 興治

必
需
品

大雨 洪水 津波 台風
14 時開講（16時終了予定）

マツモラ健康塾主催

八尾市文化会館
プリズムホール

八尾徳洲会
総合病院

エイブル

ゲオ八尾店 ソフトバンク

近鉄八尾駅

174174

桜ケ丘 2丁目

青山町

参
加
費

無 

料

さんぽうクリニックにて開催
※八尾徳洲会総合病院西側
　（青山通り沿い）

≪商品紹介≫
～色メリヤスウエス～（１ｋｇ￥350）
～混合ウエス～　　 　（１Kg￥150）
～タオルウエス～　　（１ｋｇ￥400）
～タオル雑巾～          　     （１Ｋｇ￥600）

社会福祉法人ヤンググリーン
障害福祉さぽーとライフグリーン
〒578－ 0905　東大阪市川田４－４－８
ＴＥＬ：072－ 963－ 4838
ＦＡＸ：072－ 963－ 4855

ウエス販売

☆不用になった中古衣料やタオルから、ウエス
に適した原料だけを選別加工し商品として仕上
げました。障がいを持つ利用者が手作業で丁寧
に裁断し、梱包をしています。地球に優しく、
皆様に愛される商品を目指しています。

2018・２・１

　

コ
ン
ビ
ニ
が
生
ま
れ
た
の
は
１
９
７

４
年
。
コ
ン
ビ
ニ
は
時
代
を
先
取
り
し

な
が
ら
進
化
し
社
会
基
盤
と
な
っ
た
。

非
常
時
の
存
在
価
値
は
物
流
拠
点
と
し

て
多
く
の
震
災
・
風
水
害
の
現
場
で
証
明

済
み
だ
。
元
旦
に
コ
ン
ビ
ニ
を
利
用
し

て
み
て
進
化
に
思
い
を
は
せ
た
。

　

街
角
に
駅
ナ
カ
、
ビ
ル
ナ
カ
に
と
、
病
院
や
公

共
施
設
内
で
も
当
た
り
前
に
な
っ
た
コ
ン
ビ
ニ
の

店
舗
数
（
大
手
８
社
）
は
国
内
で
約
５
万
５
千
店
、

郵
便
局
の
２
・

３
倍
だ
。
公
共

料
金
の
収
納
代

行
、
Ａ
Ｔ
Ｍ
の
設
置
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
に
よ
る
住

民
票
の
発
行
、
宅
配
便
な
ど
を
常
時
取
り
扱
う
。

そ
の
他
に
災
害
時
委
託
支
援
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
や
子

ど
も
た
ち
の
緊
急
避
難
場
所
な
ど
を
担
う
地
域
の

安
全
基
地
で
も
あ
る
。

　

最
近
、
コ
ン
ビ
ニ
を
利
用
す
る
高
齢
者
が
目
立

つ
。
振
り
込
み
用
紙
を
店
員
に
渡
せ
ば
手
際
よ
く

目
の
前
で
処
理
し
て
く
れ
る
の
で
、
機
械
操
作
の

不
安
も
な
く
安
心
感
が
あ
る
。
コ
ン
ビ
ニ
転
向
組

が
目
立
つ
の
は
個
食
と
調
理
の
簡
便
さ
や
必
要
な

商
品
が
す
ぐ
手
に
で
き
、
対
面
会
計
の
気
楽
さ
が

あ
る
か
ら
だ
。
仲
間
た
ち
と
コ
ー
ヒ
ー
を
飲
み
な

が
ら
談
笑
で
き
る
イ
ー
ト
イ
ン
ス
ペ
ー
ス
は
新
た

な
顧
客
を
生
み
だ
し
た
。

　

コ
ン
ビ
ニ
飽
和
説
が
い
わ
れ
る
な
か
、
集
客
ア

ッ
プ
に
今
ま
で
と
違
っ
た
機
能
を
展
開
し
始
め

た
。
１
つ
は
コ
イ
ン
ラ
ン
ド
リ
ー
や
シ
ェ
ア
自
転

車
、
ス
ポ
ー
ツ
ジ
ム
と
の
一
体
型
店
舗
。
２
つ
は

業
界
と
し
て
２
０
２
５
年
ま
で
に
Ｉ
Ｃ
タ
グ
の
つ

い
た
商
品
を
カ
ゴ

に
入
れ
る
だ
け
で

瞬
時
に
会
計
を
す

る
無
人
レ
ジ
化
。
１
つ
は
コ
ン
ビ
ニ
従
業
員
の
多

様
な
働
き
方
に
よ
る
店
の
個
性
化
。
時
短
勤
務
や

保
育
所
併
設
で
地
元
情
報
に
詳
し
く
接
客
も
得
意

な
主
婦
の
戦
力
化
だ
。
地
元
の
「
お
ば
ち
ゃ
ん
」

は
高
齢
者
と
う
ま
く
ま
じ
り
合
う
、
信
頼
さ
れ
る

と
「
見
守
り
隊
」
に
も
な
り
う
る
。
高
齢
化
地
域

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
と
し
て
体
温
の
あ
る
「
オ
ア

シ
ス
」
の
よ
う
な
コ
ン
ビ
ニ
へ
と
進
化
し
て
欲
し

い
も
の
だ
。

晴耕雨読

高
齢
化
社
会
の
コ
ン
ビ
ニ

　

由
井
直
子
さ
ん
（
61
）

の
瞳
は
慈
愛
に
満
ち
て
い

る
。
社
会
福
祉
法
人
由
寿

会
の
理
事
長
と
し
て
大
所

帯
を
背
負
う
よ
う
に
な
っ

た
今
も
、
医
師
と
し
て
奔

走
し
て
い
る
。

　

開
業
医
の
娘
と
し
て
昭

和
31
年
に
地
元
高
井
田
で

生
を
享
け
た
。
１
階
が
医

院
で
２
階
が
自
宅
。
急
患

で
夜
中
に
起
こ
さ
れ
る
こ

と
も
し
ば
し
ば
。
父
親
が

往
診
の
際
に
は
鞄
持
ち
で

つ
い
て
行
っ
た
。
手
厚
く

介
護
さ
れ
て
い
る
老
人
も

い
れ
ば
、
寒
い
土
間
に
寝

か
さ
れ
糞
尿
ま
み
れ
の
老

人
も
い
た
。
ど
ん
な
患
者

も
親
身
に
な
っ
て
診
察
す

る
父
親
の
背
中
を
見
る
う

ち
に
、
高
齢
者
や
体
が
弱

っ
た
人
の
力
に
な
り
た

い
と
い
う
熱
い
思
い
に

突
き
動
か
さ
れ
、
医
師
に

な
る
こ
と
を
決
意
し
た
。

　

京
都
大
学
耳
鼻
咽
喉

科
学
教
室
入
局
を
経
て
、

父
親
が
開
院
し
た
枚
岡

病
院
で
勤
務
す
る
。
急
性

の
病
気
が
治
っ
て
い
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
家
族

に
拒
ま
れ
自
宅
に
帰
れ

な
い
高
齢
者
が
い
る
現

実
を
目
の
当
た
り
に
し
、

胸
が
詰
ま
っ
た
。
冷
遇
さ

れ
る
高
齢
者
を
助
け
た

い
と
強
く
思
っ
た
幼
い

頃
の
気
持
ち
が
蘇
る
。

　

そ
の
と
き
自
分
の
原

点
は
「
幸
福
な
余
生
」
の

サ
ポ
ー
ト
だ
と
使
命
を

見
出
し
た
。
す
ぐ
行
動
に

移
し
、
平
成
10
年
に
高
齢

者
総
合
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
「
ア
ー
バ
ン
ケ
ア
島

之
内
」
を
開

設
し
た
。
そ
の
後
、
次
々

に
高
齢
者
総
合
サ
ー
ビ

ス
セ
ン
タ
ー
「
ア
ー
バ
ン

ケ
ア
稲
田
」、「
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
香
寿
庵
」、「
介
護

老
人
保
健
施
設
ア
ー
バ

ン
ケ
ア
」、
高
齢
者
総
合

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
「
ア

ー
バ
ン
ケ
ア
御
厨
」、
高

齢
者
総
合
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー
「
ア
ー
バ
ン
ケ
ア

八
戸
ノ
里
」
を
開
設
。
さ

ら
に
、
認
定
こ

ど
も
園
「
ア
ー

バ
ン
チ
ャ
イ
ル

ド
こ
ど
も
園
」、

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ

ー
「
ア
ー
バ
ン
ケ
ア
新
喜

多
」、
サ
ー
ビ
ス
付
き
高

齢
者
向
け
住
宅
「
ア
ー
バ

ン
リ
ビ
ン
グ
新
喜
多
」、

小
規
模
保
育
施
設
「
ア
ー

バ
ン
チ
ャ
イ
ル
ド
保
育

園
」
を
開
設
し
た
。

　

近
年
、「
ア
ー
バ
ン
ケ
ア

島
之
内
」
内
に
認
知
症
相

談
支
援
・
研
修
セ
ン
タ
ー

「
結ゆ

い

」を
設
け
た
こ
と
で
、

注
目
を
集
め
て
い
る
。

　

由
寿
会
の
建
物
の
特

徴
は
オ
レ
ン
ジ
・
ピ
ン

ク
。「
地
域
の
灯
台
」

と
な
る
よ
う
に

と
の
思
い
を

込
め
て

こ
の
色
に
し
て
い
る
。

　

由
井
理
事
長
は
「
器
」

を
作
る
だ
け
で
な
く
、
利

用
者
が
楽
し
め
る
イ
ベ
ン

ト
や
仕
掛
け
に
も
労
を
厭

わ
な
い
。
居
酒
屋
や
カ

フ
ェ
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル

フ
、
日
帰
り
バ
ス
旅
行
、

餅
つ
き
大
会
、
元
旦
お
せ

ち
配
達
な
ど
枚
挙
に
遑い

と
ま

が

な
い
。

高
齢
者
の
力
に
な
り
た
い

　

清
水
洋
一
郎
さ
ん
は
東

京
都
出
身
、
昭
和
25
年
11
月
生
ま
れ
の
67
歳
。
大
学

時
代
か
ら
大
阪
で
暮
ら
商
品
の
作
成
・
ク
チ
コ
ミ

の
誘
発
・
観
光
サ
ー
ビ
ス

の
高
度
化
・
ブ
ラ
ン
デ
ィ

ン
グ
、
❺
地
域
へ
の
経
営

て
い
る
。

　

東
大
阪
市
の
ゆ
る
キ
ャ

ラ「
ト
ラ
イ
く
ん
」も
全
日

本
グ
ラ
ン
プ
リ
で
第
３
位

を
獲
得
、
現
在
張
り
切
っ

て
各
地
に
東
大
阪
市
を
Ｐ

Ｒ
し
て
回
っ
て
い
る
。

　

東
大
阪
ツ
ー
リ
ズ
ム
振

興
機
構
は
４
人
の
組
織
だ

が
、
協
力
ス
タ
ッ
フ
や
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
助
力
を
得

て
、
行
政
と
も
手
を
携
え

て
東
大
阪
ツ
ー
リ
ズ
ム
推

進
に
邁
進
す
る
体
制
だ
。

　

東
大
阪
ツ
ー
リ
ズ
ム
振

興
機
構
（
東
大
阪
市
荒
本

北
１
―
４
―
１　

ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
・
コ
ア
東
大

阪
南
館
１
階
２
１
０
８

室
）
へ
の
問
い
合
わ
せ
は

☎
06
―
４
３
０
９
―
８
０

８
３
。 

（
小
川
秀
人
）

が
所
属
し
て
活
動
し

同
好
会
27
グ
ル
ー
プ

各
種
の
愛
好
会
・

文
化
連
盟
に
は

も
東
大
阪
市

能
の
面
で

に
参
加
し
て
き
た
。

　

清
水
さ
ん
が
熱
く
語
っ

た
「
東
大
阪
ツ
ー
リ
ズ
ム

推
進
」
の
ポ
イ
ン
ト
を
箇

条
書
き
に
ま
と
め
た
。

　

❶
キ
ー
ワ
ー
ド
は
「
Ｄ

Ｍ
Ｏ
」、Destination

（
目

的
）・Marketing

（
市
場
）・

Organization

（
組
織
）、

❷
具
体
的
に
は
、
地
域
ブ

ラ
ン
ド
お
こ
し
・
プ
ロ
モ

ー
シ
ョ
ン
推
進
・
効
果
的

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
・
ツ
ー

リ
ズ
ム
産
業
化
の
啓
発
、

❸
３
つ
の
ポ
イ
ン
ト
、
体

験
形
も
の
作
り
・
ラ
グ
ビ

ー
の
町
・
下
町
観
光
の
推

進
、
❹
情
報
発
信
、
観
光

文
化
芸

す
。
卒
業
後
Ｊ

Ｔ
Ｂ
に
入
社
、

添
乗
員
と
し
て

シ
ャ
カ
リ
キ
に

走
り
回
っ
て
い

た
と
の
こ
と
。

そ
の
後
は
様
々

な
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
・
イ
ベ
ン
ト

政
施
行
50
周
年
を
迎
え
た

が
、こ
の
エ
リ
ア
は
枚
岡
・

河
内
・
布
施
と
３
つ
の
異

な
る
文
化
圏
が
合
併
し
て

で
き
た
50
万
人
都
市
だ
。

支
援
（
稼
ぐ
力
・

観
光
地
経
営
）、

タ
ー
ゲ
ッ
ト
は
個

人
旅
行
者
・
ア
ジ

ア
の
教
育
旅
行

生
・
ラ
グ
ビ
ー
Ｗ

Ｃ
来
場
者
、
❻
ド

ロ
ー
ン
飛
行
体

験
、
ロ
ボ
ッ
ト
に

よ
る
観
光
案
内
・

実
証
実
験
、
❼
ツ

ー
リ
ズ
ム
推
進
の

コ
ン
テ
ン
ツ
（
目

録
）、
東
大
阪
の

「
も
の
作
り
の
起

源
」
と
も
い
わ
れ

る
枚
岡
神
社
の

「
粥か

ゆ

占う
ら

神
事
」
も

大
事
に
し
た
い
。

　

東
大
阪
市
は
市

　昨年12月８日、
クリエーション・コア
東大阪にて第30回東大阪
中小企業会長倶楽部が開催さ
れ、一般社団法人東大阪ツー
リズム振興機構代表理事・清水
洋一郎さん（写真）が「東大阪
ツーリズム推進の現況」につい
て話した。

利用者に喜んでもらうことを常に
考える由井直子理事長

社会福祉法人 由寿会
東大阪市御厨東１－９－55
TEL06－6787－3386

使
命
は
「幸福な余生」の
　サポート
社会福祉法人 由寿会

東大阪ツーリズム推進の現況

第
30
回
東
大
阪

中
小
企
業
会
長
倶
楽
部
開
　
　
催

イ
ベ
ン
ト
情
報

　

食
品
工
場
で
は

Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
（
食

品
の
製
造
過
程
で

の
危
害
分
析
重
要

管
理
点
方
式
）
に

も
対
応
で
き
る
。

供
給
す
る
空
気
内

の
細
菌
類
を
除
菌

し
、
ま
た
適
正
湿

度
を
維
持
す
る
こ

と
で
カ
ビ
類
の

繁
殖
を
防
止
す

る
。
鋼
材
保
管
現

場
で
は
表
面
結
露

を
防
ぎ
、
防
錆
効

果
も
あ
る
こ
と
か

ら
使
用
さ
れ
て
い

る
。
病
院
・
介
護

施
設
な
ど
で
は
除

湿
・
加
湿
に
加
え

て
、
カ
セ
ン
溶
液

が
空
気
の
除
菌
と

臭
気
・
塵
埃
を
取

り
除
く
の
で
快
適

な
「
室
内
空
気
質

（
Ｉ
Ａ
Ｑ
＝
Ｉ
ｎ
ｄ
ｏ
ｏ
ｒ 

Ａ
ｉ
ｒ 

Ｑ
ｕ
ａ
ｌ
ｉ
ｔ
ｙ
）」

を
改
善
す
る
こ
と
が
で
き

る
。

　

こ
の
よ
う
に
さ
ま
ざ
ま
な

温
度
・
湿
度
が
カ
セ
ン
溶
液

の
濃
度
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
に
よ

り
思
い
の
ま
ま
に
実
現
で
き

る
。
さ
ら
に
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

に
つ
い
て
は
カ
セ
ン
溶
液

は
蒸
発
す
る
こ
と
も
な
く
、

熱
交
換
器
は
プ
レ
ー
ト
の

取
り
外
し
が
可
能
な
た
め

洗
浄
作
業
も
簡
単
に
行
え

る
う
え
、
省
エ
ネ
効
果
も
高

い
。

　

立
岡
武
社
長
は
「
需
要
が

旺
盛
に
な
っ
て
き
た
こ
と

か
ら
モ
ノ
づ
く
り
の
ま
ち
・

東
大
阪
に
進
出
し
た
。
東
大

阪
市
は
い
ろ
い
ろ
な
業
種

や
技
術
が
集
積
し
て
い
る

の
で
、
手
伝
っ
て
も
ら
え
る

パ
ー
ト
ナ
ー
を
探
し
て
い

る
。
下
請
け
関
係
で
は
な
く

コ
ラ
ボ
で
き
る
中
堅
中
小
企

業
を
探
し
た
い
。
Ｆ
Ｒ
Ｐ
加

工
や
金
型
、
組
み
立
て
、
据

え
付
け
等
々
の
分
野
を
充
実

さ
せ
た
い
」
と
真
摯
に
意
欲

を
語
っ
た
。
ま
た
、
全
国
展

開
を
し
て
い
る
営
業
体
制
に

つ
い
て
は
概
略
仕
様
と
し
て

「
調
湿
空
間
の
面
積
・
体
積
、

人
数
、
要
求
湿
度
・
温
度
、

付
属
設
備
（
制
御
盤
、
送
風

機
、
各
部
屋
、
モ
ー
タ
ー
、

ダ
ク
ト
等
）
な
ど
」
の
情
報

を
提
供
す
れ
ば
エ
ン
ジ
ニ
ア

リ
ン
グ
（
設
計
）
部
が
対
応

す
る
。
１
千
万
円
規
模
の
小

型
調
湿
機
の
受
注
に
も
応
じ

る
。
初
年
度
は
大
型
機
15
基

を
納
入
。
増
産
計
画
に
は
パ

ー
ト
ナ
ー
の
支
援
が
不
可
欠

だ
と
強
調
し
、
問
い
合
わ
せ

を
待
っ
て
い
る
。

 

（
石
河
亮
平
）

　
（
注
）
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ　

食

品
の
製
造
過
程
で
発
生
す
る

可
能
性
の
あ
る
衛
生
・
品
質

上
の
危
険
性
を
分
析
し
、
安

全
性
確
保
の
た
め
に
監
視
す

べ
き
重
要
管
理
点
を
定
め
、

厳
格
に
管
理
・
記
録
を
行
う

シ
ス
テ
ム
。
危
害

分
析
主
要
管
理
重

点
方
式
。
Ｈ
Ａ（
危

害
分
析
）
と
Ｃ
Ｃ

Ｐ
（
重
要
管
理
点

監
視
）
か
ら
な
る

言
葉
で
、
ハ
サ
ッ

プ
と
読
む
。

立岡武社長株式会社ティーネットジャパン・カサバー社
空
気
を
思
い
の
ま
ま

１
台
で
つ
く
り
だ
す

湿
式
調
湿
機

加
湿

除
湿

除
菌

除
塵

　　　　　　　　　毎週木曜日19:00～19:30
　　　　　　視聴はhttp://www.higashiosaka-n.com

東大阪新聞チャンネル
好評放

映中 ２
月

１日  ゲスト：和田京子さん「東大阪発インター
ネット新聞」
 （キャスター：小川秀人記者）

８日  ゲスト：稲垣圭悟さん「小規模企業の多
角化経営」
 （キャスター：小野元裕社長）

15日  「ジンと文学」
 （キャスター：嶋津亮太記者）

22日  ゲスト：Ono Akiさん「音楽で世界をつな
げる」
 （石河亮平編集委員）

者
ら
約
１
、
２
０
０
人
が

集
っ
た
。

　

自
民
党
行
政
改
革
推
進

本
部
長
の
細
田
博
之
衆
議

院
議
員
、
野
田
義
和
東

大
阪
市
長
、
山
下
浩
昭

大
阪
府
議
会
議
員
ら
が

駆
け
つ
け
、
エ
ー
ル
を

送
っ
た
。

　

年
男
の
む
ね
き
よ
皇

一
衆
議
院
議
員
は
、
景

気
を
よ
く
し
東
大
阪
を

元
気
づ
け
た
い
と
熱
く

語
っ
た
。

新年の集いに
1200人

　

衆
議
院
議
員
む
ね
き
よ

皇
一
後
援
会
「
新
年
の
集

い
」
が
１
月
21
日
に
シ
ェ

ラ
ト
ン
都
ホ
テ
ル
大
阪

（
大
阪
市
天
王
寺
区
上
本

町
６
）
で
開
か
れ
、
支
援

年
男
の
む
ね
き
よ
皇
一
衆
議
院
議
員

衆
議
院
議
員

む
ね
き
よ
皇
一
氏

《
問
い
合
わ
せ
先
》

株
式
会
社
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
ジ
ャ
パ
ン

カ
サ
バ
ー
社

西
日
本
統
括
部
大
阪
営
業
所

〒
５
７
８
―
０
９
１
２

東
大
阪
市
角
田
１
―
５
―
44

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
７
２
―
９
６
０
―
４
０
５
１

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
７
２
―
９
６
０
―
４
０
５
２

２月１日（木）～３月４日（日）
東大阪市民美術センター（TEL072-964-1313）

喜楽亭　２月４日　お笑い研究会総出演(落語・マジック他)、落語・桂三金
八尾市陽光園2-5-4（TEL090-1677-7552）



東　　　 大　　　 阪 （２）（第 3 種郵便物認可） （新聞定価　月ぎめ 850円） 平成３０年２月１日（木）

　

戊
つ
ち
の
え
い
ぬ
戌
の
年
が
始
ま
り
、
１
月
は

新
年
会
の
花
が
咲
い
た
。

　

５
日
は
柏
原
市
（
冨
宅
正
浩
市

長
）
と
柏
原
商
工
会
（
早
川
巖
会
長
）

の
年
賀
互
礼
会
が
サ
ン
ヒ
ル
柏
原

で
、
６
日
は
八
尾
市
（
田
中
誠
太
市

長
）
と
八
尾
商
工
会
議
所
（
池
尻
誠

会
頭
）
の
年
賀
交
礼
会
が
八
尾
市
立

総
合
体
育
館
ウ
イ
ン
グ
で
、
７
日
は

東
大
阪
商
工
会
議
所
（
嶋
田
亘
会
頭
）
の
新
年

賀
会
が
同
所
で
そ
れ
ぞ
れ
開
か
れ
た
。

　

９
日
に
は
八
尾
地
区
保
護
司
会
（
髙
安
正
志

会
長
）
の
新
年
交
礼
会
が
ホ
テ
ル
ア
ウ
ィ
ー
ナ

大
阪
で
開
か
れ
、中
河
内
ユ
ニ
ッ
ト「
エ
レ
ガ
ン

テ
」（
ボ
ー
カ
ル
Ｏ
ｎ
ｏ 

Ａ
ｋ
ｉ
さ
ん
、ギ
タ
ー

筒
井
裕
之
さ
ん
、
バ
イ
オ
リ
ン
Ｒ
Ｅ
Ｉ
Ｋ
Ｏ
さ

ん
）
が
ゲ
ス
ト
出
演
し
会
場
を
盛
り
上
げ
た
。

　

10
日
は
八
尾
交
通
安
全
協
会
（
石
井
多
聞
会

長
）・
八
尾
事
業
所
防
犯
協
会
（
梶
田
安
彦
会

長
）・
近
畿
警
察
官
八
尾
地
区
友
の
会
（
楠
本

正
行
会
長
）
の
新
年
懇
親
会
が
ホ
テ
ル
モ
ン
ト

レ
グ
ラ
ス
ミ
ア
大
阪
で
、
18
日
は
八
尾
火
災
予

防
協
会
（
今
川
和
明
会
長
）
の
新
年
懇
親
会
が

シ
ェ
ラ
ト
ン
都
ホ
テ
ル
大
阪
で
、
25
日
は
八
尾

女
性
団
体
連
合
会
・
八
尾
市
消
費
問
題
研
究
会
・

八
尾
市
食
生
活
改
善
推
進
協
議
会
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
関
西
消
費
者
連
合
会
・
主
婦
連
合
会
大
阪
支

部
（
⻆
田
禮
子
会
長
）
の
新
春
の
つ
ど
い
が
八

尾
市
文
化
会
館
プ
リ
ズ
ム
ホ
ー
ル
で
そ
れ
ぞ
れ

開
か
れ
た
。

八尾市山本町南６－２－29
TEL 072－926－5134

072－921－6893

大
阪
府
立
枚
岡
樟
風
高
等
学
校
地
域
貢
献
部

第６回世界に羽ばたけ
『夢』スピーチコンテスト
支援金額：120万円

主催：一般財団法人青少年夢応援隊
協賛：株式会社サンクレスト
後援：大阪府、東大阪市
公式サイト：http://yumeouentai.com

【出場者一次選定】
　作文を基にスピーチコンテスト本選出場者 10名を選考いたします。
①公式サイトより『出場申込書』をダウンロードし、必要事項を記入
②「夢」というテーマで作文を書いていただきます。
　また、受賞した際の支援金の使途も記載ください。
　※原稿用紙（400 字詰め）にて３枚まで
　※手書き、パソコン等問わない
③応募方法：「出場申込書」と「原稿」を併せてメール又は
　郵便でお送りください。
　※「出場申込書」と「原稿」はＨＰよりダウンロード
      してください。
　※メールを送る際の件名は「スピーチコンテスト応募」
      としてください。
④送り先：郵送の場合　宛先：大阪府東大阪市南上小阪 12-42
一般財団法人青少年夢応援隊　スピーチコンテスト企画係宛
メールの場合　info@yumeouentai.com
問い合わせ☎06-6725-0511

⑤原稿締切：平成 30年８月 31日（金）必着

東大阪の企業  株式会社サンクレストが応援しています

【開催趣旨】
将来の夢や目標があるが、経済的支援を必要とする
若者が自身の「夢」をテーマにスピーチを行い、
受賞者を選定、支援金権利を授与いたします。
【応募資格】
大阪在住または在学・在勤の 16歳以上 25歳までの青少年
（1993 年４月２日～ 2003 年４月１日生まれの方）

【本選開催日時】平成30年10月
　　　　　13時 30分～ 17時
本選開催場所：大阪商業大学ユニバーシティホール蒼天
　　　　住所：大阪府東大阪市御厨栄町 4-1-10
　　　　　

サンコーではお客様目線に立ち、品質・施工・ご予算に無駄のないプランをご提案します。サンコーではお客様目線に立ち、品質・施工・ご予算に無駄のないプランをご提案します。

　

 物産株式会社 TEL.06-6533-1271
お問い合わせはお気軽に

本　社 〒550-0015　大阪市西区南堀江4丁目33番29号
 E-mail ： info@sankobussan.co.jp
 http://www.sankobussan.co.jp/

東京営業所 TEL（03）3375-1015　FAX（03）3374-0378
名古屋営業所 TEL（052）409-3093　FAX（052）409-3094
大阪営業所 TEL（06）6533-1271　FAX（06）6543-0914
和歌山営業所 TEL（073）451-9004　FAX（073）451-9076
福岡営業所 TEL（092）511-5923　FAX（092）511-5917

キッチン・トイレ・バス・洗面のリフフォームはもちろん、畳の表替えや、外装・耐震補強など、お家のあらゆるご相談に応じます。
２４

Ono　Aki　Concert
ラテン、ボサノヴァ、オリジナルを中心に活躍する八尾市
在住の歌姫Ono Aki が、プリズムホールで華やかに歌う
■出演
●Ono Aki ●Gt. 筒井裕之 ●Vn.REIKO
●Perc. 高野正明 ●Pf. 宮川真由美 ●Bs. 坂崎拓也●Perc. 池田安友子
■Ono Aki プロフィール
日本を代表するボイストレーナー　佐々木勉氏（VOICE　STUDIO
代表）に師事。ジャズ・ラテン・ボサノヴァ・ポップス、オリジナル
を中心に国内外で活躍するミュージシャンとホテル、イベント、パー
ティー、ライブで演奏。最近ではオペラ、クラシック、カンツオーネに
取り組む。2012年および2016年、2017年にはウクライナで歌う。
2016 年 11 月、ニュージーランドのジャパンフェスティバルに出
演。オリジナル曲 6曲を収録したCDブック「Charisma」を 2017
年秋に発売
　　     ■演奏予定曲
　　　   スペイン・バラ色の人生・マイファニーバレンタイン・
　　　   チコチコノフバー・Time to say goodbye など予定。

 
 

 

 

 

 
 

 

 

2018年４月14日（土）
14時～15時30分（予定）《開場13時30分》
会場：八尾市文化会館プリズムホール・小ホール

全席指定

国
内
外
で
活
躍
す
る
ジ

ズ
ミ

ジ
シ
ン
と
共
演

国
内
外
で
活
躍
す
る
ジ

ズ
ミ

ジ
シ
ン
と
共
演

会場：八尾市文化会館プリズムホール・小ホール
前売り2,000円（当日は500円加算）全席指定
※小学生未満はご入場できません Perc. 池田安友子

田中誠太八尾市長嶋田亘会頭 池尻誠会頭野田義和東大阪市長

１月は
新年会で
花が咲く

16日  不易糊工業株式会社代表取締役社長　梶田安彦氏「でんぷん屋の生き残り戦略」
13日  大阪府倫理法人会南北ブロック長　樋口淳氏「和の心」
20日  大阪府倫理法人会市内ブロック長　村上秀樹氏「思い通りにならないのも良い」
27日  八尾市倫理法人会幹事　尾崎航平氏「モーニングセミナーで得た学びと実践について」

22日  大阪府倫理法人会大阪東部地区副地区長　蒲ケ原裕子氏「『はい！喜んで！』の精神で」

16日  堺市倫理法人会相談役　鈴木民二氏「松下幸之助と山口百恵～驚きの共通項～」
9日  大阪府倫理法人会事務長　浅野行平氏「倫理で気づく」

23日  兵庫県姫路市倫理法人会副会長　木元聖花氏「倫理で学んだ夫婦道」

15日  大阪府倫理法人会普及拡大委員　内藤伸吾氏「一切は自分にあり～倫理実践の学び～」
18日  大阪鴻池倫理法人会幹事　木下典子氏「不思議な巡り逢い」
11日  八尾市倫理法人会事務長　松本博氏「10の実践」

22日  東大阪市倫理法人会専任幹事　中野貴之氏「思うこと」

経営者
モーニングセミナー開催 早起きして、会社も家庭も元気に！
●八尾市倫理法人会
　経営者モーニングセミナー

毎週火曜日、朝6:30～7:30開催。参加費無料。
会場はマナビックスYAO（近鉄八尾線八尾駅・中央南出口より徒歩約5分）
八尾市倫理法人会事務局 ☎06―6764―1956２月の予定

●大阪鴻池倫理法人会
　経営者モーニングセミナー

毎週木曜日、朝6:30～7:30開催。参加費無料。
会場はホテルセイリュウ（近鉄石切駅・南へ徒歩５分）
大阪鴻池倫理法人会事務局 ☎090-9874-3179２月の予定

●東大阪市倫理法人会
　経営者モーニングセミナー

: :毎週金曜日、朝6 30～7 30開催。参加費無料。
会場はＵ・コミュニティホテルＴＴＳセンター６階（近鉄河内小阪駅北すぐ）
東大阪市倫理法人会事務局 ☎06―6748―8838２月の予定

編集長
和田京子さ　

　ん

東
大
阪
経
済
新
聞

インターネット配信の専門紙
　「東大阪経済新聞」とは東大
阪新聞の親戚の様なネーミング
だが、資本関係等は全くない。
東大阪経済新聞は東京渋谷の
「シブヤ経済新聞」をルーツに
持つ、インターネット配信専門
「みんなの経済新聞」の東大阪
エリア局だ。地元エリアのタイ
ムリーな話題やハッピーニュー
スを取材・配信している。発信
局は北海道から九州までのみな
らず、香港・台北・シンガポール・
パリ・ニューヨーク・バンクーバ
ー等々、国内外100カ所以上の
エリアからホットなデイリーニ
ュースを発信している。ネット
配信の強みは取材記者がカメラ
を担

かつ

いで現場まで走り、リアル
タイムの動画ニュースを視聴者
に配信できることだ。
　東大阪経済新聞の編集長・和
田京子さん（写真）は昭和47年
12月９日生まれの45歳、ヴィジ
ュアル系の素敵な編集長だ。和
田さんは東大阪経済新聞の母体
である株式会社エクスに平成27
年３月に入社、社長の抱

かかえ

厚志さ
んに前職の経験を認められ東大
阪経済新聞・編集長を命ぜられ
た。「みんなの経済新聞」東大

阪エリア局は同年６月に発
足した。
　現在は１カ月平均で20本
のニュースを発信し、ヤフー
ニュースにも配信しており、
地元ニュースの露出度を高
める努力をしている。地上
波TV放送の視聴率にあたる
ところの「ページビュー数」
は月間５万ビューを超えて
いる。和田さんは今後更にペ
ージビュー数を増やすべく、
各方面に働きかけたいと意
気盛んだ。
　本紙が昨年４月よりイン
ターネットTV「東大阪新聞
チャンネル」をスタートしてい
るが、２月１日発信の番組に和
田編集長が出演する。「みんな
の経済新聞」の現況や和田編集
長の活躍の様子を、楽しく語る
ことだろう。
　出版業界は遠い過去に４兆円
超のマーケットを有していた
が、昨年は１兆３千億円
と凋落の一途だ。新聞業
界もまた然り、各社発表

の公称部数はともかくとしてネ
ット配信記事を読んだり、そも
そも活字を読まない者も増加し
ている。活字への思いや、印刷
物の香りに惹かれる等の情緒的
な意見もあるが、人類の偉大な
る発明品である「紙」媒体とネ
ット配信媒体は、今後も相乗的

に刺激を与えつつ発展し
ていくことだろう。
 （小川秀人）

永
遠
の
糊
が
誕
生
す
る
瞬
間

　

あ
る
日
、
近
所
の
主
婦
が
市
兵
衛
に
「
洗
濯
糊
、

す
ぐ
に
腐
っ
ち
ゃ
う
の
よ
。
長
持
ち
す
る
糊
が
あ
れ

ば
い
い
ん
だ
け
ど
」
と
い
う
言
葉
を
漏
ら
し
た
。
日

常
の
ほ
ん
の
さ
さ
や
か
な
不
満
、

願
望
で
あ
る
。
そ
の
言
葉
を
聞
い

た
市
兵
衛
は
弟
に
相
談
す
る
。
理

系
の
彼
ら
は
「
す
ぐ
に
作
っ
て
み

ま
し
ょ
う
」と
研
究
を
は
じ
め
た
。

　

試
行
錯
誤
を
繰
り
返
す
が
、
な

か
な
か
う
ま
く
い
か
な
い
。
弟
た

ち
は
悩
ん
だ
挙
げ
句
、
ド
イ
ツ
か
ら
帰
っ
て
き
た
ば

か
り
の
藤
井
恒
久
先
生
（
大
阪
府
立
商
品
陳
列
所
所

長
）
に
相
談
を
持
ち
か
け
る
。
彼
が
ド
イ
ツ
か
ら
持

ち
帰
っ
て
き
た
ホ
ル
ム
ア
ル
デ
ヒ
ド
水
溶
液
に
答
え

が
あ
る
よ
う
な
気
が
し
た
。
ホ
ル
マ
リ
ン
で
あ
る
。

　

藤
井
恒
久
先
生
の
ア
ド
バ
イ
ス
の
も
と
、
そ
れ
を

調
合
し
、
遂
に
腐
ら
な
い
糊
が
誕
生
し
た
。
昭
和
28

年
の
こ
と
で
あ
る
。

　

そ
の
頃
ま
で
、「
糊
に
防
腐
剤
」
と
い
う
考
え
方

は
な
か
っ
た
。

　

市
兵
衛
は
そ
の
画
期
的
な
製
品
を
不
易
糊
と
名
付

け
た
。
中
国
の
荀
子
の
「
萬
世
不
能
易
也
」（
永
遠

に
変
わ
る
こ
と
な
し
）
に
因
ん
で
の
命
名
で
あ
る
。

そ
こ
に
は
、
い
つ
ま
で
も
腐
ら
ず
不
変
の
品
質
を
誇

る
と
い
う
意
味
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。

　
「
永
遠
」
と
い
う
の
は
少
々
大
げ
さ
か
も
し
れ
な

い
。
だ
が
、
そ
れ
ほ
ど
に
今
ま
で
の
常
識
を
覆
す
よ

う
な
製
品
だ
っ
た
。
近
所
の
主
婦
に
使
っ
て
も
ら
う

と
大
変
喜
ば
れ
た
。

　
「
も
っ
と
何
か
で
き
な
い
か
？
」

　

そ
れ
が
フ
エ
キ
の
精
神
の
始
ま
り
だ
。

伝
説
の
チ
ュ
ー
イ
ン
ガ
ム

　

明
治
42
年
。
市
兵
衛
は
船
に
乗
っ
て
ア
メ
リ
カ
へ

と
渡
っ
た
。
市
兵
衛
は
そ
こ
で
不
思
議
な
光
景
を
目

に
す
る
。

　

巷
で
生
活
す
る
人
び
と
が
口
に
し
て
い
る
も
の
。

　
「
こ
れ
は
何
だ
？
」

　
「
こ
れ
か
い
？ 

リ
グ
レ
ー
だ
よ
」

　
「
リ
グ
レ
ー
？
」

　

そ
れ
は
チ
ュ
ー
イ
ン
ガ
ム
だ
っ
た
。
当
時
の
日
本

に
は
ま
だ
存
在
し
な
い
も
の
だ
っ
た
。
市
兵
衛
は
日

本
に
帰
る
と
、
弟
た
ち
に
持
ち
帰
っ
た
リ
グ
レ
ー
を

見
せ
た
。

　
「
こ
れ
は
面
白
い
」

　

と
い
う
こ
と
に
な
り
、
谷
町
６
丁
目
に
あ
っ
た
当

時
の
足
立
商
店
で
作
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

彼
ら
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
へ
行
き
、海
綿
を
仕
入
れ
、

そ
れ
を
大
き
な
釜
に
入
れ
て
溶
か
し
、
似
た
よ
う
な

も
の
を
作
っ
た
。
そ
し
て
白
龍
と
い
う
名
の
商
品
が

生
ま
れ
た
。
正
真
正
銘
の
日
本
初
の
チ
ュ
ー
イ
ン
ガ

ム
で
あ
る
。

　

意
気
揚
々
と
「
売
る
ぞ
、
売
る
ぞ
」
と
気
張
っ
た

が
、
全
く
売
れ
な
か
っ
た
。

　

そ
れ
も
そ
の
は
ず
、
味
が
悪
い
。
見
よ
う
見
ま
ね

で
作
っ
た
が
、
甘
味
料
ま
で
上
手
く
作
れ
な
か
っ
た

の
だ
。
当
時
の
日
本
に
は
チ
ュ
ー
イ
ン
ガ
ム
と
い
う

概
念
さ
え
な
く
、
そ
れ
を
ど
の
よ
う
に
使
用
す
べ
き

も
の
な
の
か
と
い
う
こ
と
ま
で
浸
透
し
て
い
な
か
っ

た
こ
と
も
敗
因
で
は
あ
る
。

　

結
局
、
50
年
早
す
ぎ
た
と
い
う
こ
と
で
世
間
に
は

浸
透
し
な
か
っ
た
。

転
ん
で
も
タ
ダ
で
は
起
き
な
い
精
神

　

チ
ュ
ー
イ
ン
ガ
ム
は
失
敗
に
終
わ
り
、
大
量
の
海

綿
が
残
っ
た
。

　
「
せ
っ
か
く
な
の
で
、
こ
の
材
料
で
何
か
で
き
な

い
か
？
」

　

そ
の
発
想
か
ら
、
海
綿
を
利
用
し
て
液
状
糊
を

作
っ
た
。
そ
し
て
主
と
し
て
ジ
ャ
ワ
方
面
へ
と
輸
出

す
る
。

　

不
易
糊
の
成
功
に
よ
っ
て
、
文
具

業
界
に
進
出
し
た
足
立
商
店
は
イ
ン

ク
に
も
手
が
け
る
よ
う
に
な
る
。

梶
田
「
で
ん
ぷ
ん
の
り
が
作
れ
た
の

で
、
こ
れ
を
応
用
で
き
な
い
か
、
と
。

そ
れ
で
イ
ン
キ
を
出
し
た
」

大
正
13
年
。
足
立
商
店
を
改
組
し
、
不
易
糊
工
業
株

式
会
社
を
設
立
（
11
月
22
日
）

　

イ
ン
ク
の
成
功
か
ら
、
書
道
液
の
開
発
へ
。
そ
う

し
て
生
ま
れ
た
の
が
不
易
墨
汁
。
原
点
で
あ
る
墨
汁

は
い
ま
だ
に
、
建
築
金
物
、
工
業
用
の
ル
ー
ト
で
イ

ン
ク
と
し
て
活
か
さ
れ
て
い
る
。
今
は
マ
ー
カ
ー
や

筆
記
具
と
し
て
続
い
て
い
る
。

　

新
種
気
鋭
と
形
容
す
れ
ば
言
葉
が
良
い
が
、
新
し

い
物
好
き
の
市
兵
衛
。そ
れ
に
翻
弄
さ
れ
た
弟
た
ち
。

こ
の
構
図
が
、
フ
エ
キ
の
革
新
に
は
極
め
て
重
要
な

役
割
を
果
た
し
た
。
好
奇
心
旺
盛
な
兄
貴
が
発
想
を

出
し
、
理
系
の
弟
が
形
に
す
る
。
こ
こ
に
フ
エ
キ
の

原
点
が
あ
る
よ
う
な
気
が
す
る
。 

（
嶋
津
亮
太
）

 

（
つ
づ
く
）

　

ベ
ッ
ド
か
ら
起
き
上
が
り
窓
越
し
に
外
を
見
る

と
、
今
日
も
雪
が
降
っ
て
い
る
。
外
の
寒
さ
が
想

像
で
き
、
外
出
す
る
気
が
起
こ
ら
な
い
。
買
い
込

ん
で
い
る
本
を
読
ん
で
籠
城
を
続
け
よ
う
。

　

雪
を
見
る
と
、
学
生
時
代
の
恥
ず
か
し
い
経
験

を
思
い
出
す
。
ロ
シ
ア
の
小
説
を
よ
く
読
ん
で
い

た
が
、
し
ば
し
ば
登
場
す
る
「
冬
将
軍
」
を
人
間

だ
と
思
い
込
ん
で
い
た
。
先
入
観
と
は
怖
い
も
の

で
、
疑
う
こ
と
な
く
そ
う
思
っ
て
い
た
。
と
こ
ろ

が
、
あ
る
と
き
ど
う
も
お
か
し
い
と
思
う
よ
う
に

な
り
、
当
時
付
き
合
っ
て
い
た
ガ
ー
ル
フ
レ
ン
ド

に
話
し
た
。
彼
女
は
初
め
き
ょ
と
ん
と
し
た
表
情

を
見
せ
た
が
、
私
が
大
き
な
勘
違
い
し
て
い
る
こ

と
が
分
か
る
と
、
ぷ
っ
と
吹
き
出
し
た
。

　
「
冬
将
軍
っ
て
、
人
間
の
こ
と
だ
と
思
っ
て
い

る
の
」

　
「
え
、
違
う

の
」

　
「
寒
気
の
厳

し
さ
を
擬
人
化

し
た
表
現
よ
」

　

戸
惑
い
を
隠

せ
な
い
私
を
か

ら
か
う
よ
う
に

彼
女
は
さ
ら
に

笑
っ
た
。
そ
の

口
元
に
は
侮
蔑

の
色
が
漂
い
、

ど
こ
と
な
く
不

潔
に
感
じ
ら
れ

た
。
今
と
な
っ
て
は
彼
女
の
顔
も
名
前
も
思
い
出

せ
な
い
が
、
そ
の
醜
悪
な
唇
の
動
き
だ
け
が
脳
裏

に
こ
び
り
つ
い
て
い
る
。

　

雪
を
見
る
度
に
思
い
出
す
が
、
誰
に
話
す
こ
と

な
く
、
話
す
必
要
も
な
く
、
自
分
の
心
の
奥
底
に

沈
め
る
こ
と
に
し
て
い
る
。

　

ロ
シ
ア
革
命
の
本
を
今
日
も
読
も
う
。
昨
日
の

も
の
と
は
違
う
本
を
読
み
始
め
る
。

　

ウ
ク
ラ
イ
ナ
民
族
主
義
者
た
ち
は
ボ
リ
シ
ェ
ビ

キ
と
４
年
に
わ
た
り
戦
っ
た
。
最
後
は
ボ
リ
シ
ェ

ビ
キ
の
武
力
に
ね
じ
伏
せ
ら
れ
た
の
だ
が
。

　

ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
ロ
シ
ア
が
進
駐
し
て
ち
ょ
う
ど

４
年
が
経
と
う
と
し
て
い
る
。
１
０
０
年
前
の
轍

を
踏
む
ま
い
と
抵
抗
し
て
い
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
。

　
「
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
栄
光
あ
れ
」
と
本
に
向
か
っ

て
呟
い
た
。

　

ウクライナ

連載小説

ウクライナを
歩く

小野元裕
94

ロシアが進駐して４年

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
取
り

組
む
青
少
年
を
称
え
る
Ｐ

Ｒ
Ｕ
Ｄ
Ｅ
Ｎ
Ｔ
Ｉ
Ａ
Ｌ 

Ｓ
Ｐ
Ｉ
Ｒ
Ｉ
Ｔ 

Ｏ
Ｆ 

Ｃ

Ｏ
Ｍ
Ｍ
Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｔ
Ｙ
第
21

回
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
ス
ピ

リ
ッ
ト
・
ア
ワ
ー
ド
の
受

賞
者
・
グ
ル
ー
プ
が
決
定

し
た
。
昨
年
11
月
に
全
国

７
カ
所
で
開
催
さ
れ
た
ブ

ロ
ッ
ク
表
彰
式
で
表
彰
。

主
催
は
プ
ル
デ
ン
シ
ャ
ル

生
命
、
ジ
ブ
ラ
ル
タ
生

命
、
プ
ル
デ
ン
シ
ャ
ル

ジ
ブ
ラ
ル
タ

フ
ァ
イ
ナ
ン

シ
ャ
ル
生
命
、

日
本
教
育
新

聞
社
。
後
援

は
文
部
科
学

省
、
日
本
赤

十
字
社
。
全

国
か
ら
１
９
、

９
７
２
人
の

中
高
生
の
活

動
を
綴
っ
た

１
、 

２
２
９
通
の
応
募
が

あ
り
、ブ
ロ
ッ
ク
賞
40
組
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
賞
１
５
０

組
が
選
出
さ
れ
た
。

　

関
西
ブ
ロ
ッ
ク
の
中
で

特
に
輝
い
て
い
た
の
が
大

阪
府
立
枚
岡
樟
風
高
等
学

校
地
域
貢
献
部
（
野
口
雄

史
顧
問
）
だ
。
同
部
は
地

域
の
保
育
園
や
福
祉
施
設

な
ど
で
、
自
作
ヒ
ー
ロ
ー

が
活
躍
す
る
「
瓢
箪
山
戦

隊
シ
ョ
ウ
フ
ウ
ジ
ャ
ー
」

シ
ョ
ー
を
開
催
し
て
い

る
。
ま
た
、
子
ど
も
や
高

齢
者
と
バ
ル
ー
ン
ア
ー
ト

や
折
り
紙
を
一
緒
に
作
る

活
動
や
地
域
商
店
街
の
イ

ベ
ン
ト
運
営
サ
ポ
ー
ト
な

ど
、
精
力
的
に
取
り
組
ん

で
お
り
、
こ
れ
が
評
価
さ

れ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
賞
を
受

賞
し
た
。

女性　　　　奮戦記編集長

八尾交通安全協会・八尾事業所防犯協会・
近畿警察官八尾地区友の会

八
尾
火
災
予
防
協
会

八
尾
地
区
保
護
司
会

代表取締役社長

梶田 安彦氏

トップ
インタビュー

荀
子
に
因
ん
で

「
不
易
糊
」 と
命
名

八 
尾 
市

東
大
阪
市

今川和明会長髙安正志会長⻆田禮子会長

不
易
糊
工
業
株
式
会
社
― ② ―

八
尾
女
性
団
体
連
合
会 

ほ
　
　
か
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賞状を持つ太田覚士君 （左） と
顧問の野口雄史教諭

コミュニティ賞受賞

石井多聞会長 楠本正行会長
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